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いいやま

ニューイヤーライブ

＠
あっと ゆめぐら

夢蔵

　

１
月
16
日
（
土
）、
じ
ょ
ん

の
び
夢
蔵
（
飯
山
駅
南
側
）
を

会
場
に
、
市
内
の
（
有
志
の
）

高
校
生
が
企
画
・
運
営
し
、
～

A
 H

appy N
ew

 Year

ラ
イ

ブ
イ
ベ
ン
ト
～
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
今
回
で
２
回
目

を
迎
え
ま
す
が
、
社
協
で
は
昨

年
度
か
ら
、
10
代
（
中
高
生

達
）
の
若
者
が
、
充
実
し
た
生

活
を
過
ご
せ
る「
居
場
所
」・「
自

主
活
動
作
り
」
の
場
を
提
供

す
る
こ
と
を
目
的
に
『
い
ー
Ｐ

Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｅ
』（
中
高
生
の
居
場

所
作
り
事
業
）
を
行
っ
て
い
ま

す
。
開
催
に
あ
た
り
、
高
校
生

達
の
他
、
地
域
の
大
人
の
方
々

に
も
ご
協
力
頂
き
進
め
て
き
ま

見事な出来栄えです。ご協力お願いします

　

飯
山
市
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
小
学
校
４
年
か
ら

６
年
生
を
対
象
に
福
祉
体
験

教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

前
回
は
、
２
月
に
開
催

さ
れ
る
「
い
い
や
ま
雪
ま
つ

り
」
で
、
気
軽
に
で
き
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
つ
と
し
て

空
き
缶
の
プ
ル
タ
ブ
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
（
エ

コ
キ
ャ
ッ
プ
）
の
回
収
の
お

願
い
の
ポ
ス
タ
ー
作
り
を
し

ま
し
た
。

　

プ
ル
タ
ブ
は
１
６
０
万
個

（
ド
ラ
ム
缶
約
７
～
８
本
分
）

が
換
金
さ
れ
て
ア
ル
ミ
製
の

車
イ
ス
１
台
、
エ
コ
キ
ャ
ッ

　

昨
年
の
10
月
か
ら
行
わ
れ

た
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」
も
、

お
か
げ
さ
ま
で
無
事
そ
の
時
期

を
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

集
め
ら
れ
た
浄
財
は

８
４
６
万
１
３
１
４
円
で
、
目

標
額
（
８
３
２
万
円
）
の

１
０
１
．
７
％
で
し
た
。

　

ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
方
々
に

対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
の
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、「
赤
い
羽

根
だ
よ
り
」
を
隣
組
回
覧
し
て

い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

飯
山
市
で
集
め
ら
れ
た
募
金

の
う
ち
、
お
よ
そ
８
割
は
市
内

で
使
わ
れ
、残
り
の
約
２
割
（
今

年
度
は
１
１
４
万
円
）
は
県
内

の
福
祉
施
設
な
ど
に
配
分
さ
れ

ま
す
。

　

飯
山
市
の
福
祉
施
設
等
に
も

配
分
さ
れ
、
常
岩
の
里
な
が
み

ね
や
飯
山
学
園
、
母
子
通
園
施

設
「
ゆ
き
ん
こ
園
」
な
ど
の

施
設
整
備
や
備
品
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
に
は
、「
常
岩
の

里
な
が
み
ね
」
に
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
購
入
費
の
一
部
と
し
て
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

高
橋
施
設
長
は
、

「
と
て
も
重
宝
し
て
い
る
。
火
事

の
際
な
ど
の
避
難
場
所
と
し
て

使
っ
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
提

案
が
、
毎
年
訓
練
に
参
加
し
て

く
だ
さ
る
下
水
沢
区
の
方
か
ら

出
さ
れ
た
。
あ
り
が
た
い
」

と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。

携帯電話でアクセス

し
た
。

　

演
奏
し
て
く
れ
た
の
は
、
飯

山
高
校
ガ
ー
ル
ズ
バ
ン
ド「
ジ
ャ

ミ
ー
」、
同
校
ボ
ー
イ
ズ
バ
ン
ド

「
ボ
ル
テ
ィ
ー
ズ
」、
そ
し
て
飯

山
北
高
の
弦
楽
器
部
の
皆
さ
ん

で
す
。

　

参
加
し
て
く
れ
た
生
徒
た
ち

か
ら
は
、

「
楽
し
か
っ
た
。
あ
ま
り
無
い
経

験
が
で
き
た
」

「
精
一
杯
や
り
き
っ
た
。
燃
え
尽

き
た
」

「
緊
張
し
た
し
疲
れ
た
け
ど
、
自

分
た
ち
と
は
全
く
違
う
音
楽
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
て
充
実
し

た
一
日
だ
っ
た
」

　
ま
た
、大
人
の
方
か
ら
は
、「
私

た
ち
も
昔
は
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
の

発
表
の
場
が
無
か
っ
た
。
こ
う
い

う
の
が
あ
る
と
良
い
。」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
『
い
ー
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｅ
』
は
、
飯

山
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
飯
山
市

本
町
）、上
町
児
童
セ
ン
タ
ー
（
飯

山
市
上
町
）
を
提
供
場
所
と
し

て
開
放
し
て
い
ま
す
の
で
、
利
用

し
た
い
中
学
生
・
高
校
生
の
方

は
左
記
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

　

飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

地
域
福
祉
係　

　
　
　
　

�　
２
８
４
０

福
祉
体
験
教
室
『
☆
わ
く
ワ
ク
！
！
と
う
ど
塾
☆
』

　
　

い
い
や
ま
雪
ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー
作
り

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
ラ
イ
ブ

＠
夢
蔵
（
ゆ
め
ぐ
ら
）飯山高校ガールズバンド  Jammy の演奏

共
同
募
金
の
使
い
道

樋口瞭くんの弾き語り

仲條壮一さんの弾き語り

飯山高校ボーイズバンド  Voltys  の演奏  飯山北高 弦楽器部 の演奏

最後はみんなで記念撮影

みんなで楽しくポスターづくり

　
２
月
１
日
（
月
）、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
常
盤
で
節
分
行
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、

送
迎・給
食・入
浴
サ
ー
ビ
ス
の
他
、

心
身
機
能
の
維
持
を
図
る
た
め
、

楽
し
い
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
ご
利
用
さ
れ
た
利
用
者
か

ら
は
、

「
夢
中
に
な
っ
て
、楽
し
く
笑
っ
た
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、

「（『
常
盤
』
は
温
泉
な
の
で
）
と

て
も
温
ま
る
」

「
早
起
き
し
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
」

「
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
が
楽
し
い
。

家
に
飾
っ
て
あ
る
」

と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　

飯
山
学
園
で
は
、
平
成
20
年

に
除
雪
機
、
翌
21
年
に
は
８
人

乗
り
乗
用
車
の
費
用
の
一
部
が

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
木
学
園
長
は
、

「
約
３
１
０
あ
る
国
内
の
児
童

養
護
施
設
で
、
除
雪
機
を
頂

い
た
の
は
こ
こ
だ
け
。
と
て
も

助
か
っ
て
い
る
。
浄
財
な
の
で
、

大
切
に
使
い
た
い
」

と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。

プ
は
８
０
０
個
で
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
１
人
分
（
２
０
円
）

に
な
り
ま
す
。

　
１
人
２
枚
を
目
標
に
色
鮮

や
か
な
マ
ジ
ッ
ク
を
使
っ
て

ポ
ス
タ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
て
い
る
子
ど
も

達
か
ら
は
「
こ
の
ポ
ス
タ
ー

を
見
て
プ
ル
タ
ブ
や
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
が
た
く
さ
ん
集
ま

れ
ば
う
れ
し
い
」
と
の
声
が

あ
り
ま
し
た
。

ながみねのバス

大活躍の除雪機

楽しく鬼退治

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
常
盤
の
節
分

みんなで大笑い


